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産
婆
と
看
護
婦
は
同
じ
女
性
の
医
療
専
門
職
で
あ
る
が
、
日
本
の
場

合
、
異
な
る
発
生
、
職
業
化
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

職
業
で
あ
る
が
、
産
婆
の
歴
史
と
看
護
婦
の
歴
史
は
相
互
に
関
連
が
あ
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一
、
日
本
各
地
に
残
る
江
戸
時
代
・
明
治
時
代
初
期
の
薬
箱

中
村
輝
子
、
遠
藤
次
郎
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

ー
、
産
婆
が
書
い
た
通
俗
衛
生
害
「
産
前
産
後
衛
生
心
得
」
（
明
治
三
五

年
刊
）
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

七
、
八
月
例
会
休
会

岡
孝
滞
監
記
事
劣
藍
詫
去
劣
諜
芳
宮
詣
失
詫
去
諜
劣
圃
夫
弗
芙
悲
詩

産
婆
が
書
い
た
通
俗
衛
生
書
「
産
前
産
後
衛
生
心
得
』
（
明
治
三
五

年
刊
）
に
つ
い
て

平
尾
典
智
子

る
。
産
婆
規
則
の
構
造
は
看
護
婦
規
則
に
影
響
を
与
え
て
い
る
し
、
両

者
の
教
育
は
産
婆
看
護
婦
学
校
と
し
て
同
一
の
場
所
で
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
看
護
婦
規
則
制
定
後
、
看
護
婦
規
則
改
正
の
動
き
が

あ
っ
た
が
改
正
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
同
様
に
産
婆
規
則
改
正
運
動

も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
改
正
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
似
た
よ
う

な
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
。

専
門
職
と
し
て
の
主
体
的
な
活
動
を
見
て
み
る
と
、
看
護
婦
自
身
が

書
い
た
看
誰
書
は
明
治
二
○
年
代
に
三
冊
二
冊
は
翻
訳
害
）
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
初
期
産
婆
教
育
に
用
い
ら
れ
医
師
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
本
の
紹
介
は
『
宥
謹
史
』
（
医
学
書
院
系
統
看
護
学
講
座
別
巻
九
）

に
戦
っ
て
い
る
が
、
産
婆
自
身
が
書
い
た
本
は
あ
る
の
か
疑
問
に
思
い

洲
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
期
に
産
婆
が
著
者
に
な
っ

て
い
る
本
を
一
冊
見
つ
け
川
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
報
告
す
る
。

産
婆
は
女
性
の
医
推
職
と
し
て
は
最
も
早
く
法
的
な
整
術
が
な
さ
れ

た
。
明
治
七
年
の
医
制
に
身
分
が
規
定
さ
れ
て
い
る
し
、
産
婆
の
教
育

は
明
沿
九
年
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
各
府
県
で
産
婆
規
則
が
公

布
さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
勅
令
産
婆
規
則
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
登
録

産
婆
数
は
明
治
三
四
年
で
約
二
万
三
千
人
で
あ
る
。

『
産
前
産
後
衛
生
心
得
』
は
明
治
三
五
年
に
発
刊
さ
れ
た
。
表
紙
に
記

さ
れ
た
著
者
は
中
央
看
護
婦
会
長
松
本
安
子
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
東

京
中
央
看
護
婦
会
蔵
版
」
、
裏
表
紙
に
は
「
中
央
看
護
婦
会
蔵
版
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
看
護
婦
会
に
関
し
て
は
、
明
治
三
一
年
の
「
中
外

医
事
新
報
」
に
中
央
看
護
法
講
習
所
の
規
則
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の

講
習
所
に
付
属
し
て
い
る
中
央
看
護
婦
会
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
緒
言
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の
前
に
は
産
婆
松
本
安
子
と
記
し
て
い
る
。
奥
付
に
は
著
者
松
本
安
と

な
っ
て
い
る
。
看
護
婦
会
と
産
婆
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
産
婆
松

本
安
子
は
看
護
婦
会
長
を
し
て
い
る
。
正
規
の
産
婆
教
育
を
受
け
た
人

物
と
思
わ
れ
る
が
、
教
育
を
ど
こ
で
受
け
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
閲
は

婦
人
科
専
門
ド
ク
ト
ル
宮
田
修
沿
（
緒
論
の
前
に
あ
る
名
前
は
宮
田
守

治
）
と
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。
発
行
所
は
修
学
堂
書
店
（
東
京
市
神
川
区
表
神
保
町
）
で
、
価
格

は
四
○
銭
で
あ
る
。
本
の
大
き
さ
は
縦
一
八
・
五
セ
ン
チ
横
一
三
セ
ン

チ
で
あ
る
。
本
文
は
二
二
一
頁
で
終
了
し
、
奥
付
が
あ
り
、
そ
の
あ
と

に
修
学
堂
出
版
図
書
目
録
が
三
六
頁
分
付
い
て
い
る
。
そ
の
広
告
内
容

を
み
る
と
、
英
語
・
英
学
関
係
、
法
学
関
係
、
学
校
案
内
、
問
題
集
と

な
っ
て
お
り
、
医
学
書
が
専
門
の
耆
店
で
は
な
い
。
医
療
関
係
害
と
し

て
は
他
に
『
通
俗
衛
生
顧
問
」
が
あ
り
、
ま
た
今
回
と
同
じ
婦
人
科
専

門
ド
ク
ト
ル
宮
田
守
治
先
生
中
央
看
護
婦
会
松
本
安
子
先
生
の
両
者

で
、
「
男
女
生
殖
健
全
法
」
が
著
わ
さ
れ
て
い
て
、
定
価
一
円
一
○
銭
の

広
告
が
あ
る
。

「
産
前
産
後
衛
生
心
得
」
の
目
次
は
、
男
女
の
生
殖
器
の
構
造
、
月

経
、
婚
姻
、
交
接
、
性
病
、
妊
娠
中
の
摂
生
、
分
娩
、
産
後
の
生
活
、

育
児
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
緒
言
に
は
、
夫
婦
は
人
倫
の
大
本
で
あ
り
、

一
家
・
一
国
も
こ
れ
か
ら
成
る
。
一
家
の
興
收
・
一
国
の
盛
衰
も
夫
婦

の
行
な
い
如
何
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
子
孫
繁
栄
、
国
民
健
康
、
国
家
富

強
に
は
基
、
素
養
が
必
要
で
あ
る
。
夫
婦
の
健
康
は
強
健
な
る
子
孫
に

つ
な
が
り
、
家
門
が
繁
栄
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

本
の
内
容
は
正
確
で
幅
広
い
知
識
を
持
っ
た
人
物
が
書
い
た
と
思
わ

れ
る
。
正
し
い
解
剖
生
理
学
の
知
識
が
あ
り
、
当
時
の
榊
順
二
郎
、
浜

田
玄
達
、
長
与
專
斉
、
金
杉
英
五
郎
な
ど
の
調
査
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
外
国
の
統
計
、
外
国
の
研
究
者
（
初
潮
年
齢
、
結
婚
年
齢
の

統
計
な
ど
）
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
で
は
妊
娠
中
・
産
後
の

養
生
、
母
乳
の
勧
め
な
ど
は
現
在
に
も
通
じ
る
考
え
で
あ
り
、
避
妊
、

マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
頻
回
な
性
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
は
批
判
的
な

見
方
を
し
て
い
る
。
明
治
三
五
年
頃
の
母
子
衛
生
の
状
況
と
し
て
、
妊

娠
中
の
胎
児
死
亡
の
原
脚
は
梅
毒
、
薬
毒
、
母
体
の
失
血
、
窒
息
、
胎

盤
卵
膜
及
び
子
宮
内
膜
の
疾
患
、
外
傷
を
上
げ
て
い
る
。
著
者
の
幅
広

い
教
養
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ミ
ル
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
エ
ル
、
シ
ュ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
マ
ク
ベ
ス
な
ど
が
で
て
く
る
。
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
や
い
み
ふ
り
（
例
え
ば
「
月
経
痛
」
に
「
め
ぐ
り
い
た
み
」

の
ふ
り
が
な
）
が
つ
い
て
一
般
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
書
い
て
い
る
。

本
書
に
は
月
別
の
胎
児
の
大
き
さ
の
図
が
二
頁
分
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

病
気
の
こ
と
も
自
分
の
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
梅
毒
に

つ
い
て
は
、
症
状
の
説
明
の
あ
と
に
「
医
者
の
方
に
て
は
こ
れ
を
第
一

期
梅
毒
と
い
ひ
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。

本
書
の
意
義
と
し
て
、
産
婆
自
身
が
受
け
た
教
育
と
体
験
を
も
と
に

産
婆
自
身
の
名
前
で
書
い
た
一
般
向
け
の
衛
生
・
啓
蒙
書
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
に
関
す
る
教
養
な
ど

は
、
当
時
の
産
婆
の
教
養
と
し
て
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
別
の
著

者
が
産
婆
の
名
前
を
借
り
て
書
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
も
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

（
平
成
一
六
年
六
月
例
会
）


